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                           〒981-1105                  TEL        （月曜日～土曜日） 

アバンツァーレ Jr.サッカークラブ       宮城県仙台市太白区西中田 7-21-12-405     022-796-9942  1０時～１９時まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
ＨＰは「アバンツァーレ」で検索できます！                           文章責任：畠山明人 hatakeyama@avanzare-sc.com 

  

 
 

アバンジュニアユース  ⇒ 城南高校 ⇒ 仙台大学 
 
この度は、アバンツァーレ創立２０周年、 

誠におめでとうございます。 

ジュニアユース一期生として卒業してか 

ら早くも８年が経とうしていますが、 

在籍時の様々な思い出が昨日のことのよ 

うに感じるほど充実した三年間でした。 

 当時のチームメイトと思い出を共有で 

きる良い仲間として今でも仲良くささせ 

ていただいているのもアバンに通わせて 

くれた両親のおかげだと思っています。 

 現在、アバンに所属している選手の皆 

さん、今恵まれた環境でサッカーできて 

いることを忘れずに、総監督、コーチ、両親、仲間へ感謝して目

の前の事に全力で取り組んでください。今後、アバンツァーレの

ますますのご躍進を心よりお祈りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもジュニアユースへの温かいご声援ありがとうございます。 

前回までにお知らせしました通り、アバンツァーレ仙台 SC ジュニアユースでは現

在、平成３１年度の活動を前に１２期生となる新中学１年生を募集しております。そのた

め、１２月１６日（日）に第１回となる練習会を実施しました。 

 

 
 
 

参加してくれた７名の選手・ご家族に感謝申し上げます。 

当日は、現ジュニアユースだけでなく、練習生（６年生）の基本的な技術など、例年の

スタートとしてみると順調なレベルにあることを実感しました。 

 そのため、ぜひ参加した７名の選手、そしてまだ参加を希望している６年生のみな

さん、来年度のチームも強く面白いチームになりそうなので、まずは選手たちと一

緒にプレーしてみてください。 キーパー希望の選手も参加したみてください。 

【練習会】 
●日 時 ： 平成３１年１月１２日（日） １３時～１５時 

●会 場 ： 中田中央公園 敷地内 サッカーグラウンド 

     （所在地 ： 仙台市太白区東中田５-１３） 
 
※ Facebook やアバン公式ホームページでも、ジュニアユースの活動や試合結 

果、練習会等の情報を掲載しております。ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

クラブ至上初めてとなる新人戦８位。ここが今の現状であること 

は受け止めなければなりません。 

ただ、今回の１年生２０名が大半を占める２３名での若いチームとし

ては、レベルの高い技術で戦えました。 

 サイドの攻撃力、そして中盤の選手たちのコントロール技術とゲ

ームの流れの組み立て方と変化を与えるセンス、ＤＦたちも宮城県

内で今後、トップを狙えるメンバーがいます。そして得点能力のあ

る選手やおもいきりがあっていいメンバーです。シーズンオフ期間

での強化に取り組み、リーグ戦に向けて準備していきます。 

  
 
 

 

アバンジュニアユース ⇒ 仙台南高校 ⇒ 東京電機大学 ⇒ 同大学院 
 
創立２０周年おめでとうございます。小学校 2年生頃から入団し、中学時代は

ジュニアユースの一期生のキャプテン。約８年間お世話になりました。ジュニア

時代は大会で優勝したり東北大会などにも出場など宮城県内ではトップレベル

の成績を残せていたと思います。 

 一方でジュニアユースの一年目は大会に小学生を借り 

たり、１０人で試合した時もありました(後にも先にも 

２０点くらい取られて負けたのはこの頃だけです)。 

 現在では「文武両道」を掲げながらも、東北大会に出 

るようなチームになっていると聞き、ＯＢとしてとても 

誇らしいです。 超強豪高校などは分かりませんが、大 

学まで行って本気のサッカーを続ける人は意外と少ない 

と思います。ぜひ、今の仲間やコーチを大切に、そして 

サッカーができる時間を全力で楽しんでください。 

 
  

 
 

アバンツァーレジュニアユース ⇒ 城南高校 ⇒ 東北学院大学 
 
アバンツァーレ創立２０周年おめでとうございます。 

今、振り返ると私の軸となる部分はアバンで磨かれた 

ものが土台となっていると感じています。 

 アバン卒業後から人との出会いに恵まれてきました。 

前田総監督をはじめ、スタッフの方々が本気で向き合っ 

てくださり、私自身も人とのつながりを大切にできるよ 

うになったからだと思います。これからも一人一人とつ 

ながりを大切にするクラブであり続けてください。 

更なる発展を祈って応援し続けます。 

 選手の皆さん、偉そうなことは言えませんがアバンで 

のサッカーを全力で楽しんでください。応援しています。 

mailto:hatakeyama@avanzare-sc.com
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 ＨＰは「アバンツァーレ」で検索できます！                           文章責任：畠山明人 hatakeyama@avanzare-sc.com  

 

 

 

 

 

 

 
 

先日、２０周年のお知らせをしていたところ、１年生の時から自己主張をもって積極的に

活動していた２期生の阿部康佑（こうすけ）くんと話す機会がありました。そこで、ジュニ

アユースも早くも１２期目を迎えることを伝えた時の康佑くんの言葉です。 

『まずは、２０周年おめでとうございます。自分はジュニアユースができたばかりのそ

の頃は、なかなか試合に勝てず苦しい時期もありましたが、全員で必死に練習に取り組

んでいた記憶があります。 

今でも覚えているということは、本当に必死だったんだと思います。毎日の練習と勉

強、目標設定シートの提出など大変なことも多くありました。でも、こういったことに真

摯に取り組んだことが、人間としての大きな成長につながったと思っています。 

２０１７年度にはクラブユース東北大会に進んだということで、アバンが少しずつ強く大き

なクラブになっていっているのだと、本当に嬉しいです。 

アバンツァーレの皆さん、これからも 1回 1 回の練習を大事に、仲間と支え合いながら

頑張って下さい。応援しています！！ 

 今回、コメントをもらった２期生や歴代のＯＢたちも最近の成績に興味を持ってくれ応

援してくれています。選手のみなさん、これからも応援に感謝し頑張っていきましょう。 

 

 

  
 
 来年 1 月からアバンツァーレではゴールキーパー育成・強化

のため、宮城県・東北圏内で活動されている堀田尚孝（ほった

なおたか）氏にお手伝いいただきます。 

 

 
  
 
【 主な活動 】 

・ 東北トレセン 、宮城県 トレセン、地区トレセンを担当。 

・ ＧＫプロジェクト内のクリニックのコーチとしても活動。 

・ 年代別では、Ｕ１０～Ｕ１５男子、Ｕ１５女子。 

・ サポートとしてユース（高校）の男子・女子など幅広く担当 

されているベテランのコーチです。 

 

クラブとしても今後、全国でも活躍するゴールキーパーの

育成と強化に力を入れていきます。 

 今後は、平日のスクールやチーム練習、週末の日程が合う

時にお手伝いいただくので皆さん宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
  

 

 

 

 

垂石 竜志 
（たるいし りゅうじ） 

・ 1985年 7 月 31 日生(33 歳) A型   

・ 好きな食べ物：カレーライス、焼きそば 

・ アバンツァーレ Jrサッカークラブ山形地区担当指導者。 

・ １９歳の時にアバンで指導者としてのキャリアをスタート。 

4 度の全国大会出場を経験。今年で１5 年目となる。 

 

【 経歴・実績 】 

・ 2006年山形JFCコーチとして全日本少年サッカー大会全国 

大会出場 

・ 2007年山形JFCコーチとして全日本少年サッカー大会全国 

大会出場 

・ 2016 年アバンツァーレ山形 SC監督としてバーモントカップ 

全国大会出場 

・ 2017年アバンツァーレ山形 SC監督として全日本少年サッカ 

ー大会全国大会出場 

  

【 皆様へのご報告 】 
 ２０１９年１月よりアバンツァーレ Jrサッカークラブ山形、宮城 

の統括責任者として、現在山形で指導している垂石竜志コー

チが任命されました事を皆様へご報告します。 

垂石コーチは、今まで通り山形での指導に重点を置きなが

らも、アバンツァーレ仙台のスクール、選手コースジュニア、並

びにジュニアユースに関わっていきます。 

 

【 垂石コーチから皆様へご挨拶 】 
この度、アバンツァーレ Jrサッカークラブのまとめ役とし 

て、拝命いたしました垂石竜志（たるいし りゅうじ）です。 

現在は山形でアバンのサッカースクールの指導、選手コース

の監督をしています。 

２０１９年の『アバンツァーレ創設２０周年』に向け、今まで以上

に皆様がワクワクできるクラブになる様、山形と宮城のスタッ

フ総力を挙げて取り組んでいきたいと思います！ 

宮城の会員の皆様は、これから会場でお会いできることを楽

しみにしております。山形の皆様はこれからも何卒宜しくお願

い致します。アバン全体が盛り上がるように、頑張ります！ 

 

 

 

 

※ Facebook でもチームの活動について紹介していきますので、

ぜひジュニアユースの情報を見てみてください。 

 

 

 

 

 

 
 
 アバンツァーレではジュニアからジュニアユースまで一貫して人間育成にも取り組ん

でいます。「自主性」と「習慣づくり」もその一環として位置づけ、選手と一緒に頑張って

いるところです。 

 更にジュニアユースでは、当初から取り組んできたチーム学習。この取り組みは、創設

してもうすぐ１２期目に入るわけですが、チーム活動のテーマとして「文武両道」を掲げ、

月に１回程度、上級生と下級生が同じ空間で勉強します。その中で聞いたり聞いてあげ

たりと助け合いながら勉強に励みながらコミュニケーションをとることでチーム力向上

に取り組んでいます。 

 右の写真中央に写っているのは、２年生の 

荒井優輝（ゆうき）君と右側が１年生の後藤 

碧葉（あおば）君です。 

 優輝くんも碧葉くんがアドバイスを求める 

快く聞き入れ、丁寧に優しく教えてくれてい 

ました。こういった関係性がチーム練習でも 

見られ、よい関係性が築けています。 

選手たちは、大好きなサッカーで出会った 

仲間たちと勉強に励み、大好きなサッカーの 

ためにチーム力も上げる。 

そのためには、仲間を知ること、気付くこと、尊重される関係であること。諦めず根気 

強く、支え合ってあげることも大事だと考えております。１戦１戦に一緒になって戦える関

係性が表れることを今後も楽しみにコーチも一緒に活動していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
              

 

 
 
             
 ２０１９年の活動もスタートです。１２月まで１年生中心でＭＪ３部 ・ Ｕ１３リーグ を戦いきっ

たわけですが、新人戦は２年生が３名という１年生２０名中心で構成されている新チーム

です。恐らく、これまでのジュニアユースの中で一番若いチームとして来年度の１部再昇

格に挑みます。 

１2 月の新人戦初の上位トーナメントの３戦。スコアだけ観れば残念に思われるかもしれ

ませんが、例年以上に中学１年生としては基礎技術、ゴールに向かった攻撃の強みをもっ

たチームです。 

 それでも、若いチームですから「勢い」をもって今後の活動をしてもらいたいところで

す。でも、『完璧』を互いに求めすぎないことが大切です。今はまだ早熟でも構いませ

ん。今、やるべきことは１部再昇格に向けて団結してその短期的な目標に集中して取り組

むことです。 

 ただ、それには個人の成長も大事です。もちろん全員のレベルがある程度「揃う」こと

は大事ですが、あまりにも選手同士で求めすぎて言葉に厳しさやキツさが出てしまうの

も中学生にはよくあることです。仲間の集中している中での失敗には、まず責めるので

はなく、ミスで終わらせず失ったボールは全員で取り返し、失敗した場面とプレーにつ

いては、個人でも仲間全員で話し合い修正する。 
 

そこで大事になるのが、『仲間の行いを尊重、時に律する』です。 

コーチから指示待ちでではなく、選手が自主的に活動する。その中でも尊重して、選

手の考えや行動が主体的に実践されるチームを目指し活動しているところです。 

その活動中でもまず仲間の考えを尊重する。そしていいプレーには選手同士でも評価し

てあげることは選手としての「喜び」や「やりがい」、「意欲」にもなります。「今のよかっ

た」「OK！」、「Thank you！」など、そしてもっと良くしていくことに力を注ぎましょう。 

mailto:hatakeyama@avanzare-sc.com

